
薬物療法部のご紹介



薬物療法における化学療法

•薬物療法部は、化学療法（抗がん剤治療）を専門と
する腫瘍内科医による診療部門です

•平成18年1月より現在の体制となり、消化管がん
(胃、大腸、食道がんなど)を中心に、胚細胞腫瘍、
原発不明がん、肉腫（にくしゅ）などの患者さんの化
学療法を専門的に行っています



化学療法の進歩

•胃がん・大腸がんは増加するがん患者さんの中でも
多くを占めています

•胃がん・大腸がんの分野における化学療法は、新規
抗がん剤の登場により近年著しく進歩しています

•従来「抗がん剤は効きにくい」といったあまり良いイメー
ジのない消化器がん化学療法ですが、近年その考え
方が大幅に変わってきています

•積極的に適切な治療を行うことでQOL（Quality of 
Life=生活の質)を維持した生存期間の延長が得ら
れるようになってきました



胃がん・大腸がん化学療法の成績

米国のおもながん専門施設
MDアンダーソンセンター

Mayoクリニック

愛知県がんセンター中央病院

大腸がん 胃がん

新しい抗がん剤の登場により治療成績は年々向上しています





化学療法の2つの目的

• 補助化学療法
手術や放射線の効果を高め
ます。再発を予防する目的
に半年～1年間行います

• 緩和的化学療法
がんになる前にできるだけ
近い生活を長く続ける目的
に行います



標準治療と試験治療

• 確立された標準治療を行うことが基本です

• 標準治療が確立されていないがんや一般的な治療
が無効となってしまった方には、臨床試験や新規抗
がん剤を用いた治験などを適宜行って､新しい治療
法の開発を行っています

• 化学療法を実施するにあたって、疾患に対する深い
知識と経験のみならず、多くの有望な薬剤について
の知識や経験の上でこれらを適切に使用することが
必要です



臨床試験、治験とは

•決まったルールの中で新しい治療の正しい評価を行
うために実施される研究が臨床試験です。治験は、
日本で使えるように承認に先だって行われます



各診療科との連携

•多くの臓器にまたがる腫瘍が治療対象となり
ます

•消化器外科、消化器内科、放射線診断・IVR
部、放射線治療部、頭頸部外科、乳腺科、泌
尿器科、整形外科、婦人科といった各グルー
プと密に連携して診療にあたっています



がんと診断されたら緩和ケア

• 全身化学療法のみならず、症状緩和のための治療
にも携わることがあり、他科や他職種との連携を密
にして全人的ながん治療を提供しています

緩和ケアセンター



外来化学療法センター

•最近は投与法や支持療法薬の進歩により、外来で
実施可能なものが増えています

•外来化学療法センターは、チェア22脚、ベッド38床
の化学療法専用の治療ブースです

•患者さんの外来治療数

　1日あたり：80-100人

　1ヶ月あたり：約1800人







がん化学療法看護認定看護師
による支援も力となっています

••化学療法に関する対策　スキルアップのリーダーです化学療法に関する対策　スキルアップのリーダーです



副作用対策も進歩しています

• がん化学療法のプロとして、最大限に効果が
発揮できる化学療法の投与方法で、副作用へ
の対応にも十分配慮し、治療を行います



新しい抗がん剤①　スチバーガ

•大腸がんの患者さんに使用される飲み薬です

•手足の副作用が強いので外来化学療法センターの
看護師さんにサポートしてもらいながら使用します

••診察前の問診診察前の問診



新しい抗がん剤②　ロンサーフ

•大腸がんの患者さんに使用される飲み薬です

•副作用は全体に軽度ですが、飲み方が少し複雑で
すので外来化学療法センターの薬剤師さんにサポー
トしてもらいながら使用しています



精密治療（Precision Medicine）

•抗がん剤投与前にがんの遺
伝子検査を行い、最も効果
が期待される抗がん剤を選
択できるようになってきました

•同じがんでも大腸がんでは
RAS, BRAF, 胃がんでは
HER2といった遺伝子異常の
有無によって患者さん毎に使
用する抗がん剤が異なります



http://ganjoho.jp/public/index.html

がんに関する正しい情報を得ましょう



化学療法の進歩のために

• 新規抗がん剤の導入のみならず、あらたな併用抗が
ん剤治療が増えていきます

• 適切で、安定した治療提供のみならず、副作用軽減
にも留意した治療提供を続けるよう院内一丸となっ
た取り組みを続けています

• 薬物療法部をはじめとした医師、化学療法認定看護
師、がん専門薬剤師がチームとなって取り組んでいき
ます


